
○市施設廃止等に伴う地域の状況
▼まちのにぎわいが喪失
▼防犯・防災力への影響
▼長期間にわたり、未利用地の有効活用が図れていない

東住吉区矢田南部地域まちづくりビジョン

１ 矢田南部地域の概要と経緯

○事業見直し等により市施設が順次廃止、約24,000㎡もの未利用地が発生

２ まちづくりの将来像、方針及び戦略

東住吉区役所

３ ビジョン実現に向けて

提案事業者
の公募・選定

市営矢田南住宅１号館

の建替、入居者の移転

2018～2020年度以降 2021年度以降

民間活力の
導入

未利用地
の状況

既存建物の解体
公園等の再整備
事業者施設等の建築

基本協定書の締結
各種法手続き、売買契約締結

にぎわいと活力のゾーン
憩いとうるおい・スポーツの

ゾーン

※赤字点線については、既存の南北道路を活用した、東西道路のネットワークを確保する

ための大まかなイメージ。

〈イメージ図〉

土地面積合計 約5.5ha
うち宅地(⑥⑪を除く) 3.5ha
公共施設・その他 2.0ha

施設等名称
所管
部署

①もとゆとり健康創
造館(本館)

経済
戦略局

②もと地域支援プラ
ザ

福祉局

③もと矢田青少年会
館(青年館)

教育
委員会
事務局

④もと市民交流セン
ターひがしすみよし

市民局

⑤もと戎湯 福祉局

⑥もと矢田中住宅・
矢田中住宅

都市
整備局

⑦もと矢田青少年会
館(本館)

教育
委員会
事務局

⑧もと矢田南住宅
都市
整備局

⑨矢田南住宅およ
び、もと矢田地区公
共施設建設用地

都市整
備局・
市民局

⑩市営矢田南住宅1
号館

都市
整備局

⑪矢田教育の森公
園

建設局

⑫阪和貨物線跡地 ＪＲ

民間活力の
導入による
まちづくり

周辺住環境との調和がとれつつ、新たなにぎわいと活力を創出できる空間

まちづくり
方針

まちづくり
戦略

将来像

職住が調和
するまち

阪神高速大和川線に
近い立地等を
活かし、大阪市の
南側の玄関口として、
商業・業務系(集客・商
業施設、物流施設等)

の機能導入

利便性の高い
生活環境
への転換

豊かな地域
コミュニティ

の活性化の創造

歩いて
暮らせるまち

集客・商業施設等
を誘致することで
周辺住民等の
利便性が向上

絆の強いまち

多様な主体と
周辺住民との
交流や協働の

促進、
防犯・防災力
向上の取組

こどもから大人
まで気軽にス
ポーツ等を楽し
める空間の確保

大和川河川敷
と一体となった
まちづくり

スポーツが
盛んなまち

気軽にスポーツ等
に親しむ
ことができる
空間を整備

憩いとうるお
いのあるまち

矢田教育の森
公園の機能向上
及び既存公園との
ネットワーク化の

促進


